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№
４
２
５
（
一
九
九
〇
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
４
５
８
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
４
２
５
（
一
九
九
〇
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
今
度
は
日
本
で
立
ち
上
が
る
年

国
労
闘
争
の
到
達
点
と
課
題
山
下
俊
幸

地
域
労
働
運
動
を
守
り
ぬ
こ
う

「
全
労
協
」
が
結
成
大
会

―
議
長
に
宮
部
氏
（
都
労
連
委
員
長
）
が
就
任
―

―
資
料
「
全
労
協
」
活
動
方
針
（
全
文
）

「
国
鉄
清
算
事
業
団
闘
争
の
勝
利
を
め
ざ
す

京
都
共
闘
会
議
」
が
結
成

自
治
労
「
分
裂
」
が
明
確
に

―
自
治
労
臨
時
大
会
か
ら
―

新
た
な
情
勢
下
で
の
闘
争
論
を
考
え
る
①

―
日
教
組
の
変
質
を
阻
止
す
る
た
め
に
―

〝
歴
史
的
転
換
期
〟
を
生
き
る

―
『
吉
田
松
陰

（
岩
波
新
書
）
を
学
ん
で
―

』

「
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」
ヘ
の
期
待
と
不
安

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
４
２
６
（
一
九
九
〇
年
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
パ
ナ
マ
侵
攻
は
帝
国
主
義
そ
の
も
の

再
び
「
連
合
」
の
性
格
に
つ
い
て
論
ず

組
織
率
さ
ら
に
低
下

―
八
九
年
度
「
労
働
組
合
基
本
調
査
」
か
ら
―

新
た
な
情
勢
下
で
の
闘
争
論
を
考
え
る

―
日
教
組
の
変
質
を
阻
止
す
る
た
め
に
②

九
○
年
度
予
算
案
を
切
る

総
花
的
で
運
動
の
焦
点
を
欠
く

―
「
全
労
連
」
結
成
総
会
を
み
て
―

学
習
は
楽
し
み

―
『
家
族
・
私
有
財
産

・
国
家
の
起
源
』
を
終
え
て
―

東
京
地
評
の
存
続
が
決
定

資
料
東
京
地
評
「
大
会
宣
言
」

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
４
２
７
（
一
九
九
〇
年
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
当
面
す
る
三
つ
の
課
題

総
選
挙
闘
争
勝
利
に
全
力
を

党
内
民
主
主
義
の
蹂
り
ん
を
許
す
な

―
社
会
党
兵
庫
県
本
部
の

異
常
な
党
運
営
を
衝
く
―

◇
資
料
と
解
説
①
◇

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
へ
の
期
待
と
不
安

―
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
論
文
へ
の
疑
問
―

資
料
１
社
会
主
義
思
想
と

革
命
的
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

◇
清
算
事
業
団
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

―
清
算
事
業
団
問
題
で
社
会
党
に
意
見
書
―

資
料
２
社
会
党
本
部
へ
の
「
意
見
書
」

（
稚
内
総
支
部
）

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
４
２
８
（
一
九
九
〇
年
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
激
動
す
る
東
欧
情
勢
の
ゆ
く
え

ベ
ー
ベ
ル
と
「
回
想
録
」

―
生
誕
一
五
○
周
年
に
寄
せ
て
―

自
治
労
の
仲
間
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

九
○
年
春
闘
の
意
義
と
課
題

焦
点
は
社
会
党
の
前
途
と
共
産
党
の
ゆ
く
え

―
総
選
挙
は
歴
史
を
変
え
る
―

◇
資
料
と
解
説
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
論
文
つ
い
て
②
◇

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
帰
す
う
を
決
め
る
民
族
問
題

資
料
①
「
社
会
主
義
思
想
と

革
命
的
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
」

清
算
事
業
団
闘
争
勝
利
を
め
ざ
し
て

資
料
②
日
本
社
会
党
兵
庫
一
区
協
議
会

早
急
に
態
勢
を
立
て
直
し
、

総
選
挙
で
社
会
党
の
勝
利
を

社
会
主
義
協
会
「
一
月
一
五
日
の
会
」
ア
ピ
ー
ル

国
労
が
二
四
時
間
ス
ト
貫
徹
！
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№
４
２
９
（
一
九
九
〇
年
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

連
合
・
反
連
合
、
そ
し
て
組
合
民
主
主
義

事
業
団
闘
争
と
反
差
別
は
一
体
の
闘
い
―
国
労
反
合
研
「
中
央
例
会
」
を
再
開
―

総
選
挙
で
春
闘
が
か
す
む
―
連
合
第
一
回
中
央
委
員
会
か
ら
―

大
き
な
不
安
も
た
ら
す
教
育
現
場
の
合
理
化

民
主
主
義
を
「
衆
愚
政
治
」
と
み
る
感
覚
―
日
経
連
「
労
働
問
題
研
究
委
報
告
」
を
読
む
―

資
料
と
解
説
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
論
文
に
つ
い
て
③

ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
社
会
主
義
像

資
料

社
会
主
義
思
想
と

革
命
的
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
（
ゴ
論
文
）
③
Ⅲ
の
３
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
、

社
会
主
義
の
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン

◇
自
治
労
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

労
戦
問
題
で
職
場
闘
争
も
混
乱

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

「
二
・
二
一
緊
急
集
会
」
案
内

№
４
３
０
（
一
九
九
〇
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
国
鉄
闘
争
」
に
全
力
を

「
三
点
セ
ッ
ト
＋
α
」
の
矛
盾
の
深
化
は
こ
れ
か
ら
―
衆
院
選
挙
の
結
果
か
ら
―

◇
編
集
部
か
ら
岡
崎
さ
ん
へ
◇
岡
崎
さ
ん
！
当
選
お
め
で
と
う

春
闘
「
継
承
・
発
展
」
元
年
の
年
―
再
び
九
○
春
闘
の
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
―

資
料
社
会
主
義
思
想
と
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
④
Ⅳ
社
会
主
義
思
想
の
新
し
い
顔

向
坂
先
生
没
五
周
年
に
思
う

№
４
３
１
（
一
九
九
〇
年
三
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
Ｊ
Ｒ
は
地
労
委
命
令
を
守
れ

衆
院
総
選
挙
、
結
果
と
教
訓
①
坂
牛
哲
郎

「
企
業
ぐ
る
み
」
選
挙
に
政
府
・
独
占
の
限
界

◇
全
逓
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

統
一
ス
テ
ッ
カ
―
闘
争
を
九
○
春
闘
の
闘
い
ヘ

「
連
合
と
私
鉄
総
連
」
を
読
む

全
労
協
が
「
春
闘
パ
ン
フ
」
発
行

横
浜
市
従
、
臨
時
大
会
開
け
ず
―
「
分
列
反
対
」
の
声
実
る
―

資
料
全
労
協
と
春
闘
（
宮
部
民
夫
議
長
）

日
本
古
代
史
散
策

古
田
史
学
「
邪
馬
台
国
」
の
す
す
め

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
３
２
（
一
九
九
〇
年
三
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
労
と
と
も
に
行
動
を

国
民
各
層
に
密
着
し
、
党
の
組
織
力
強
化
を

―
衆
院
選
、
結
果
と
教
訓
②
―

◇
総
選
挙
闘
争
①
◇
「
会
派
問
題
」
が
次
の
課
題
に

―
兵
庫
一
区
か
ら
の
報
告
―

労
戦
方
針
、
ま
た
も
提
案
で
き
ず

―
都
職
労
臨
時
大
会
か
ら
―

資
料
①
都
職
労
の
労
働
戦
線
方
針
に
関
す
る
対
応
に
つ
い
て

資
料
②
「
全
労
協
」
九
○
春
闘
方
針
①

〃
二
度
目
〃
の
首
切
り
は
許
さ
な
い
！

―
二
月
二
四
日
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
前
で
総
決
起
集
会
―

資
料
③
集
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

組
合
民
主
主
義
が
組
織
問
題
の
焦
点

―
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
自
治
労
運
動
を
考
え
る
」
に
参
加
し
て
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
４
３
３
（
一
九
九
〇
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

日
教
組
が
清
算
事
業
団
問
題
で
支
援
の
と
り
く
み

◇
清
算
事
業
団
家
族
か
ら
の
訴
え
◇

全
国
の
み
な
さ
ん
国
労
闘
争
へ
の
ご
支
援
を

私
の
夫
を
Ｊ
Ｒ
に
戻
し
て

幸
せ
に
な
れ
る
よ
ね
お
父
さ
ん

資
料
１
抗
議
声
明
（
国
労
、
九
○
・
三
・
九
）

資
料
２

社
会
党
の
再
雇
用
問
題
に
関
す
る
申
し
入
れ
（
社
会
党
、
九
○
・
三
・
十
五
）

資
料
３
Ｊ
Ｒ
対
策
特
別
委
員
会
の
動
向
と
国
労
の
対
応
経
過
に
つ
い
て

（
国
労
東
日
本
、
九
○
・
三
・
十
六
）

資
料
４
連
合
の
中
執
委
で
救
済
求
め
る
意
見

総
選
挙
闘
争
②
「
攻
め
」
の
選
挙
に
総
括
が
必
要

―
北
海
道
五
区
か
ら
の
報
告
―

韓
国
の
「
北
方
政
策
」
と
三
党
合
同

資
料
５
「
全
労
協
」
九
○
春
闘
方
針
②

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
３
４
（
一
九
九
〇
年
四
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
の
運
動
方
針
案
を
読
む

資
料
１

国
鉄
清
算
事
業
団
職
員
の
再
雇
用
問
題
に
関
す
る
申
し
入
れ
（
社
会
党
）

資
料
２

社
会
党
の
「
申
し
入
れ
」
に
つ
い
て
の
Ｊ
Ｒ
東
の
意
見

資
料
３

国
鉄
清
算
事
業
団
の
理
事
長
談
話

資
料
４

解
雇
予
告
者
数

資
料
５

解
雇
予
告
通
知
書

資
料
６

解
雇
予
告
に
対
す
る
抗
議
声
明
（
国
労
）

資
料
７

国
鉄
清
算
事
業
団
職
員
の

再
雇
用
間
題
に
関
す
る
お
願
い
（
党
建
協
）

国
鉄
清
算
事
業
団
で
修
正
案
受
け
入
れ
―
日
教
組
第
七
一
回
臨
時
大
会
か
ら
―

す
す
む
地
方
・
地
域
組
織
の
再
編
成
―
総
評
運
動
の
財
産

＝
県
評
・
地
区
労
の
解
体
の
実
態
―

資
料
８

地
方
連
合
会
の
結
成
状
況

資
料
９

県
評
の
実
態

資
料
⑩
地
域
組
織
の
確
立
に
む
け
て
（
連
合
）

ソ
連
・
東
欧
問
題
を
考
え
る
①
―
Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
存
続
に
暗
雲
―

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

バ
ブ
ル
の
破
裂

№
４
３
５
（
一
九
九
〇
年
四
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
大
会
、
清
算
事
業
団
で
決
議

東
京
太
田
書
国
労
連
帯
集
会
の
経
験
か
ら
―
情
勢
に
お
い
つ
く
主
体
の
努
力
を
―

国
鉄
清
算
事
業
団
逆
オ
ル
グ
を
迎
え
て
―
土
浦
・
つ
く
ば
地
区
か
ら
の
報
告
―

◇
長
崎
青
年
共
闘
か
ら
の
報
告
◇
清
算
事
業
団
闘
争
に
ハ
ン
ス
ト
で
連
帯

資
料
１

国
鉄
清
算
事
業
団
職
員
の
解
雇
に
抗
議
す
る
声
明
（
国
労
）

資
料
２

国
労
の
仲
間
た
ち
ヘ
（
三
・
三
○
総
決
起
集
会
）

資
料
３

女
た
ち
の
緊
急
抗
議
声
明

資
料
４

解
雇
予
告
者
数

資
料
５

国
鉄
清
算
事
業
団
職
員
の
再
雇
用
に
関
す
る
申
し
入
れ
（
社
会
党
）

資
料
６

海
外
か
ら
も
首
切
り
に
非
難
の
声

資
料
７

き
い
て
く
だ
さ
い
。
家
族
の
ね
が
い
を

資
料
８

四
月
一
日
以
降
の
態
勢
確
立
に
つ
い
て
（
国
労
）

資
料
９
不
当
解
雇
、
生
活
と
権
利
を
守
る

闘
い
に
連
帯
す
る
決
議
（
自
治
労
富
山
）

チ
ャ
ー
ル
ズ
Ⅰ
世
の
処
刑

―
衆
院
選
挙
で
考
え
た
こ
と
①
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
３
６

（
一
九
九
〇
年
五
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
連
合
に
矛
盾
、
左
派
の
結
集
を

社
会
党
大
会
、
議
論
と
決
定
―
社
会
党
第
五
五
回
大
会
の
報
告
―

「
連
合
」
元
年
の
春
闘
を
問
う
―
Ｊ
Ｃ
追
随
で
は
管
理
春
闘
突
破
は
不
可
能
―

標
的
は
果
た
し
て
「
言
論
の
自
由
」
か

井
原
東
洋
一

清
算
事
業
団
、
三
月
三
一
目
の
攻
防
―
大
量
不
当
解
雇
は
絶
対
に
許
さ
な
い
―

東
京
地
評
「
再
生
」
ヘ
臨
時
大
会
開
く

◇
ソ
連
・
東
欧
問
題
を
考
え
る
②
◇
ゆ
れ
動
く
東
欧
、
現
状
を
み
る

連
合
に
よ
る
社
会
党
ジ
ャ
ッ
ク
は
失
敗
の
運
命
に
―
チ
ャ
ー
ル
ズ
一
世
の
処
刑
②
―

誌
代
値
上
げ
の
お
願
い

№
４
３
７
（
一
九
九
〇
年
五
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
鉄
闘
争
に
支
援
と
連
帯
を

社
会
党
は
デ
タ
ン
ト
に
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
せ
よ
―
デ
タ
ン
ト
の
背
景
と
展
望
―

国
鉄
闘
争
、
現
状
と
到
達
点
―
新
た
な
段
階
に
入
っ
た
国
鉄
闘
争
―

資
料
闘
争
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
（
国
労
）
―
「
国
労
闘
争
団
」
を
編
成
―

ス
ト
ラ
イ
キ
に
労
働
者
の
底
力
―
重
大
さ
増
す
連
合
内
に
お
け
る
私
鉄
の
役
割
―

◇
フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
記
①
善
明
建
一
◇
フ
ィ
リ
ピ
ン
革
命
と
民
族
民
主
戦
線
の
現
状

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
交
流
室

誌
代
値
上
げ
の
お
願
い

№
４
３
８
（
一
九
九
〇
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
自
民
党
政
治
の
動
揺
と
選
挙
制
度
の
改
悪

大
会
後
の
社
会
党
の
動
向

資
料
１

統
一
自
治
体
選
挙
に
多
数
擁
立
し
よ
う

資
料
２

幻
の
連
合
の
「
党
介
入
文
書
」

資
料
３

新
連
合
結
成
後
の
党
と
労
働
組
合
の
支
持
協
力
関
係
に
つ
い
て

◇
投
稿
◇
全
国
教
研
に
参
加
し
て

Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
現
状
①
―
ベ
ン
ザ
ー
所
長
の
講
演
を
中
心
に
―

清
算
事
業
団
「
解
雇
撤
回
・
Ｊ
Ｒ
復
帰
」

全
国
オ
ル
グ
受
け
入
れ
を
強
め
よ
う

韓
国
ス
ミ
ダ
の
計
画
的
倒
産
・

全
員
解
雇
を
許
さ
な
い

フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
記
②
ア
キ
ノ
政
権
発
足
後
の
攻
防

（
お
知
ら
せ
）
労
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
労
金
の

口
座
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。

新
番
号
は
東
京
労
金
本
店
№
１
１
５
４
１
６
３
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№
４
３
９
（
一
九
九
〇
年
六
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

国
労
・
闘
争
団
を
物
心
両
面
か
ら
支
え
よ
う

◇
投
稿
◇

解
雇
撤
回
、
国
労
組
合
員
・
家
族
と
と
も
に

日
本
社
会
党
第
五
五
回
全
国
大
会
議
案
（
草
案
）

ヘ
の
意
見
書

資
本
の
論
理
は
法
則
的

―
「
メ
ー
デ
ー
百
年
」
か
ら
考
え
る
―

灰
原
御
夫
妻
と
八
○
人
の
仲
間
た
ち

京
都
市
職
労
の
分
裂
回
避
、
再
統
一
を

◇
フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
記
③
◇

フ
ィ
リ
ピ
ン
労
働
者
、
農
民
の
実
態

Ｄ
Ｄ
Ｒ
の
現
状
②

―
ベ
ン
ザ
ー
所
長
の
講
演
を
中
心
に
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

（
お
知
ら
せ
）

労
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
で
労
金
の

口
座
番
号
が
変
わ
り
ま
し
た
。

新
番
号
は
東
京
労
金
本
店
№
１
１
５
４
１
６
３

№
４
４
０
（
一
九
九
〇
年
六
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
九
○
春
闘
総
括
へ
の
一
視
点
①

日
教
組
第
七
二
回
大
会
の
課
題

資
料
１
日
教
組
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

資
料
２
た
た
か
い
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て

「
壮
大
な
政
策
体
系
」
と
実
現
主
体
に
カ
イ
リ

―
「
連
合
」
政
策
討
論
集
会
か
ら
―

「
天
皇
制
」
と
叙
位
・
叙
勲

―
社
会
党
、
叙
勲
辞
退
を
き
っ
ぱ
り
と
―

◇
フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
記
④
◇

燃
え
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
連
帯
を

◇
投
稿
東
京
は
暖
か
か
っ
た
！

資
料
３
ソ
連
共
産
党
内
の
三
大
潮
流

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
交
流
室
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№
４
４
１
（
一
九
九
〇
年
七
月
一
日
）

特
集
ガ
ン
バ
レ
「
国
労
闘
争
団
」

◇
巻
頭
言
◇
「
国
鉄
闘
争
」
を
軸
に
大
衆
運
動
を
―
九
○
春
闘
総
括
へ
の
一
視
点
②
―

今
後
の
闘
い
に
重
要
な
教
訓
―
「
国
労
闘
争
団
全
国
オ
ル
グ
」
の
報
告
―

私
も
が
ん
ば
る
、
闘
争
団
も
が
ん
ば
っ
て
―
北
海
道
激
励
交
流
団
に
参
加
し
て
―

重
要
な
第
一
歩
を
ふ
み
だ
す
―
「
闘
争
団
」
全
国
オ
ル
グ
第
一
次
行
動
―

世
の
中
、
捨
て
た
も
ん
じ
や
な
い

◇
パ
ン
フ
紹
介
許
す
な
首
切
り
、
Ｊ
Ｒ
は
命
令
に
し
た
が
え

資
料
①

国
労
中
央
委
方
針
（
要
旨
、
九
○
年
六
月
一
三
）

「
職
域
支
部
設
置
規
程
」
を
新
設
―
社
会
党
神
奈
川
県
本
部
大
会
か
ら
―

資
料
②

不
当
労
働
行
為
根
絶
を
求
め
る
決
議

◇
資
料
と
解
説
◇
横
浜
市
従
が
二
重
加
盟
」
を
提
案

資
料
③

分
裂
方
針
撤
回
を
求
め
る
三
中
執
ア
ピ
ー
ル

資
料
④

市
従
の
総
団
結
を
か
ち
と
る
た
め
に
（
第
二
号
議
案
）

資
料
⑤

産
別
強
化
・
組
拡
闘
争
の
推
進
に
つ
い
て
（
自
治
労
本
部
）

№
４
４
２
（
一
九
九
〇
年
七
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
連
合
」
の
弱
点
を
つ
け

―
「
連
合
」
の
矛
盾
と
弱
点
①
―

「
国
際
国
家
脱
皮
実
行
の
年
」
掲
げ
る
日
経
連

臨
教
審
路
線
と
対
決
す
る
方
針
案
を
可
決
―
都
高
教
大
会
か
ら
―

社
会
党
よ
、
国
民
と
と
も
に
歩
め

資
料
１

消
費
税
廃
止
を
捨
て
妥
協
に

走
り
始
め
た
幹
部
の
行
動
に
断
固
抗
議
す
る
！

資
料
２

田
辺
、
久
保
報
道
に
関
す
る

事
実
関
係
の
調
査
と
要
請
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
当
局
の
ね
ら
い
は
兵
糧
攻
め
―
北
海
道
激
励
交
流
団
に
参
加
し
て
―

『
帝
国
主
義
』
論
を
読
了
―
ソ
連
・
東
欧
の
変
化
・
動
揺
の
な
か
で
―

「
労
働
者
階
級
を
中
核
」
と
し
て
―
ベ
ト
ナ
ム
労
働
者
と
交
流
し
て
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
４
３
（
一
九
九
〇
年
七
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
古
典
学
習
の
す
す
め

「
官
」
と
「
民
」
の
違
和
感
が
拡
大
―
拡
大
す
る
「
連
合
」
の
矛
盾
と
弱
点
②
―

社
会
党
の
「
自
己
改
革
」
も
―
社
会
党
よ
、
国
民
と
と
も
に
歩
め
②
―

Ｊ
Ｒ
七
社
の
決
算
報
告
を
斬
る

横
浜
市
従
執
行
部
が
二
重
加
盟
」
を
強
行

党
運
動
、
指
導
の
あ
り
方
で
自
己
批
判
―
共
産
党
第
一
九
回
大
会
決
議
案
に
つ
い
て
―

ド
イ
ツ
民
主
共
和
国
「
崩
壊
」
の
背
景
―
ア
ル
ツ
ィ
ン
ガ
ー
氏
の
講
演
か
ら
―

「
国
鉄
闘
争
勝
利
」
を
中
心
に
二
つ
の
柱
―
労
研
セ
ン
タ
ー
第
八
回
総
会
の
ポ
イ
ン
ト
―
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№
４
４
４
（
一
九
九
〇
年
八
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

「
国
鉄
闘
争
」
は
未
来
を
作
る

―
国
労
第
五
五
回
大
会
の
意
義
と
課
題
―

日
教
組
運
動
、
当
面
の
課
題
と
任
務

―
「
参
加
・
提
言
・
改
革
」

を
決
め
た
日
教
組
大
会
―

資
料
１
主
要
な
修
正
案
と
採
決
状
況

資
料
２
規
約
改
正

資
料
３
「
教
研
」
の
「
新
た
な
高
揚
と
質
的
発
展
」

資
料
４
組
合
費
等

基
本
路
線
〃
見
直
し
〃
の
時
せ
ま
る

―
全
逓
第
四
四
回
全
国
大
会
を
聞
い
て
―

千
葉
社
会
党
県
本
が
三
つ
の
決
議

資
料
５
安
保
廃
棄
の
基
本
原
則
を
堅
持
す
る
…
決
議

資
料
６
国
鉄
清
算
事
業
団
に
関
す
る
…
決
議

資
料
７
「
月
刊
社
会
党
全
国
大
会
決
定
集
」

に
関
す
る
決
議

一
時
金
の
「
傾
斜
配
分
」
＝
差
別
支
給
に
つ
い
て

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
４
５
（
一
九
九
〇
年
八
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
新
し
い
国
際
情
勢
と
『
帝
国
主
義
論
』

兵
庫
社
会
党
、
真
の
解
決
の
た
め
に

―
月
刊
社
会
党
七
月
号

「
総
選
挙
兵
庫
の
た
た
か
い
」
を
読
ん
で

政
党
支
持
に
は
三
つ
の
潮
流

―
拡
大
す
る
「
連
合
」
の
矛
盾
と
弱
点
―

資
料
１

「
連
合
」
兵
庫
公
職
選
挙
候
補
者
推
せ
ん
基
準

資
料
２
「
連
合
」
首
長
・
地
方
選
挙
へ
の
対
応
方
針

六
百
名
で
三
多
摩
地
区
集
会

―
「
不
当
解
雇
撤
回
、

国
鉄
闘
争
勝
利
」
を
め
ざ
す
―

◇
投
稿
◇
都
高
教
大
会
に
思
う

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

パ
ン
フ
紹
介
許
す
な
！
社
会
党
ジ
ャ
ッ
ク
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№
４
４
６
（
一
九
九
〇
年
八
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
際
情
勢
、
三
つ
の
特
徴

ソ
連
は
ど
う
な
る
か
―
ソ
連
共
産
党
第
二
八
回
大
会
を
終
え
て
―

問
わ
れ
る
職
場
の
民
主
主
義

―
私
鉄
総
連
大
会
を
傍
聴
し
て
―

発
言
者
全
員
が
「
談
話
」
を
批
判

―
社
会
党
全
国
書
記
長
会
議
か
ら
―

労
働
運
動
再
生
の
道
を
論
議

―
「
全
労
協
」
第
二
回
定
期
総
会
を
開
く
―

資
料
「
全
労
協
」
運
動
方
針
（
要
旨
）

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

№
４
４
７
（
一
九
九
〇
年
九
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
中
東
の
「
事
件
」
と
「
新
思
考
」

特
集
・
国
労
大
会

三
万
五
千
組
合
員
が
「
国
鉄
闘
争
」
の
主
人
公

―
国
労
大
会
を
傍
聴
し
て
―

資
料
１
三
つ
の
課
題
に
全
力
（
委
員
長
あ
い
さ
つ
）

資
料
２
闘
い
の
基
調
（
運
動
方
針
か
ら
）

資
料
３
当
面
の
行
動
に
つ
い
て
（
追
加
議
案
）

資
料
４
な
し
く
ず
し
的
政
治
決
着
は
許
さ
な
い
（
書
記
長
集
約
答
弁
）

都
職
労
が
労
戦
対
策
方
針
を
決
定

資
料
５
都
職
労
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
、

全
国
産
別
組
織
へ
の
対
応
に
つ
い
て

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
４
８
（
一
九
九
〇
年
九
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
米
「
合
同
軍
」
と
日
本
の
支
援

「
安
保
三
○
年
」
と
現
代

職
場
は
労
働
強
化
に
「
悲
鳴
」
と
ウ
メ
キ

―
組
合
大
会
前
半
の
傾
向
か
ら
―

「
国
鉄
闘
争
」
の
新
た
な
局
面
を
明
示

―
国
労
大
会
の
要
旨
と
感
想
―

資
料
自
治
労
が
中
労
委
に
要
請
書

〃
ア
リ
だ
っ
て
巨
象
を
も
倒
す
〃

―
「
国
労
闘
争
団
」
全
国
オ
ル
グ
に
参
加
し
て
―

「
党
建
協

、
三
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

」

ご
参
加
を

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
４
９
（
一
九
九
〇
年
九
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
科
学
的
社
会
主
義
の
古
典
に
ま
な
べ

フ
セ
イ
ン
の
野
望
と
世
界
の
将
来

―
新
し
い
国
際
情
勢
と
中
束
―

一
周
お
く
れ
の
「
社
会
民
主
主
義
論
」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

激
突
し
た
保
守
派
と
改
革
派

―
ソ
連
共
産
党
大
会
、

そ
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
と
発
言
―

日
本
の
マ
ス
コ
ミ
を
考
え
る

編
集
部
だ
よ
り

「
党
建
協
」
三
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
参
加
を

№
４
５
０
（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
職
場
に
労
働
運
動
を

い
ま
自
治
労
に
問
わ
れ
る
も
の

―
自
治
労
大
会
に
参
加
し
て
―

北
欧
社
会
民
主
主
義
国
の
限
界

―
北
欧
三
ケ
国
を
訪
ね
て
―
坂
牛
哲
郎
―

「
中
東
頁
献
策
」
は
憲
法
違
反

―
中
東
の
事
件
と
社
会
党
の
役
割
①
―

№
４
５
１
（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
現
情
勢
と
社
会
党
強
化
へ
の
道

未
完
に
終
わ
っ
た
ド
イ
ツ
社
会
主
義
革
命

「
中
東
貢
献
策
」
は
憲
法
違
反

―
中
東
の
事
件
と
社
会
党
の
役
割
―

資
料
１
当
面
の
政
治
情
勢
に
関
す
る
提
言

（
党
建
協
）

資
料
２
当
面
す
る
わ
れ
わ
れ
の
任
務
と
課
題

（
党
建
協
）

資
料
３
安
保
・
自
衛
隊
に
関
す
る
特
別
決
議

（
党
建
協
）

資
料
４
学
者
八
氏
の
反
安
保
堅
持
の
要
望
書

「
日
本
住
宅
会
議
」
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

◇
国
労
紋
別
闘
争
団
か
ら
の
報
告
◇

勝
つ
ま
で
闘
い
続
け
る

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
４
５
２
（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
二
一
日
）

特
集
・

連
合
」
を
解
剖
す
る

「

◇
巻
頭
言
◇
「
連
合
」
の
本
質
は
変
わ
っ
た
か

予
想
以
上
に
「
連
合
」
内
の
亀
裂
が
拡
大
―
背
景
に
深
い
運
動
路
線
上
の
対
立
―

日
経
連
と
ゆ
着
を
強
め
る
「
連
合
」
―
労
働
と
資
本
と
パ
ー
ト
ナ
ー
！
？
―

「
連
合
」
下
の
労
働
運
動
と
わ
れ
わ
れ
の
任
務

◇
資
料
と
解
説
◇

「
連
合
」
の
実
態
が
調
査
で
も
明
ら
か
に

資
料
ユ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
調
査
に
つ
い
て
の

中
間
報
告
①

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
５
３
（
一
九
九
〇
年
一
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
衆
闘
争
で
「
協
力
法
」
粉
砕
を

憲
法
違
反
の
「
国
連
平
和
協
力
法
」
―
自
衛
隊
の
海
外
派
兵
を
明
記
―

「
中
東
貢
献
策
」
を
積
極
的
に
評
価

―
総
資
本
の
三
つ
の
基
本
戦
略
①
―

資
料
ユ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
調
査
に
つ
い
て
の

中
間
報
告
②

昭
電
闘
争
で
和
解
が
成
立
―
一
五
年
間
ご
支
援
あ
り
が
と
う
―

書
評
和
気
誠
著

『
高
野
長
英
と
向
坂
逸
郎
に
魅
か
れ
て
』

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
５
４
（
一
九
九
〇
年
一
一
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
人
生
そ
の
も
の
だ
っ
た
昭
電
闘
争

こ
れ
か
ら
は
国
労
闘
争
に
全
力

ポ
ス
ト
冷
戦
と
国
民
「
統
合
」
狙
う
大
嘗
祭

政
党
法
策
定
を
も
さ
く

―
総
資
本
の
ご
一
つ
の
基
本
戦
略
②
―

海
部
内
閣
支
持
率
が
急
降
下

―
三
つ
の
世
論
調
査
結
果
か
ら
―

全
逓
の
同
志
へ
の
手
紙
大
森
太
郎

資
料
ユ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
調
査
に
つ
い
て
の

中
間
報
告
③

規
約
改
正
案
と
組
織
の
あ
り
方

―
合
意
と
統
合
は
党
内
民
主
主
義
か
ら
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
５
５
（
一
九
九
〇
年
一
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
連
平
和
協
力
法
は
廃
案
に
な
っ
た
が

参
院
愛
知
補
選
の
教
訓

―
「
平
和
憲
法
を
守
れ
」
で
統
一
戦
線
を
―

旧
日
本
軍
の
亡
霊
―
梅
外
派
兵
を
許
す
な

―
一
〇
・
二
一
横
田
基
地
包
囲
行
動
に

二
万
三
干
人
―

中
労
委
は
動
き
出
し
た
が

―
闘
争
団
、
本
務
の
運
動
と
前
進
が

勝
利
へ
の
基
礎
―

「
労
働
者
の
権
利
宣
言

（
素
案
）
を
提
示

」

―
全
労
協
第
二
回
全
国
地
域
集
会
か
ら
―

資
料
１
労
働
者
の
権
利
宜
言
・
素
案
（
全
文
）

三
つ
の
柱
を
中
心
に

―
東
京
全
労
協
結
成
さ
る
―

資
料
２
東
京
全
労
協
結
成
「
大
会
宣
言
」

資
料
３
「
愛
知
全
労
協
」
結
成
宣
言

資
料
４
社
会
党
宗
谷
地
区
協
が
党
本
部
に
意
見
書

今
こ
そ
共
闘
運
動
、
大
衆
行
動
、
交
流
を

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
５
６
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
憲
法
が
あ
ぶ
な
い
！

岡
崎
氏
の
会
派
入
り
、
石
井
副
委
員
長
辞
任
決
定

―
社
会
党
兵
庫
県
本
部
大
会
―

ソ
連
労
働
者
と
共
に
下
か
ら
の
大
衆
闘
争
を

―
ソ
連
Ｍ
Ｌ
研
交
流
記
―

日
朝
三
党
共
同
宣
言
と
朝
鮮
の
平
和
統
一
問
題

―
新
た
な
情
勢
下
、
社
会
党
の
課
題
を
問
う
―

◇
資
料
と
解
説
◇

日
本
労
働
弁
護
団
が
高
梨
委
員
に
辞
職
要
求

資
料
１
中
労
委
公
益
委
員
高
梨
委
員
の

辞
職
を
求
め
る
決
議

資
料
２
高
梨
委
員
の
講
演
か
ら
（
抜
す
い
）

闘
い
一
生
、
一
日
一
日
を
大
切
に

―
国
労
団
結
ま
つ
り
に
四
万
人
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
４
５
７
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
結
成
一
年
で
早
く
も
〃
死
に
体
〃
に

下
か
ら
の
反
独
占
の
共
闘
構
築
を
め
ざ
し
て

―
「
国
連
平
和
協
力
法
」
反
対
闘
争
―

憲
法
突
破
を
め
ざ
す
国
民
シ
ョ
ー
「
即
位
の
礼
」

地
に
つ
い
た
理
論
の
力
の
強
さ
痛
感

―
「
現
代
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
山
川
菊
栄
」
集
会
―

国
労
闘
争
の
現
状
と
課
題

―
国
労
闘
争
団
全
国
代
表
者
会
議
の
報
告
―

資
料
社
会
政
策
学
会
会
員
（
二
三
五
名
）
が

中
労
委
に
要
請
書

「
実
践
的
行
革
」
の
中
身
を
問
う

―
第
三
次
行
革
審
の
本
質
に
つ
い
て
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
４
５
８
（
一
九
九
〇
年
一
二
月
二
一
日
）

巻
頭
言
◇
「
ま
と
も

「
心
あ
る
」
統
一
戦
線
で
…

」

―
「
国
鉄
ま
つ
り
」
に
感
動
し
て
―

都
職
労
の
新
た
な
組
織
体
制
き
ま
る

国
際
労
働
運
動
新
時
代
の
幕
開
け
に
な
る
か

―
第
一
二
回
世
界
労
働
組
合
大
会
を
傍
聴
し
て
―

資
料
日
本
の
鉄
道
労
働
者
の
闘
い
に

連
帯
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

イ
ラ
ク
シ
ョ
ッ
ク
と
日
本
経
済
の
動
向

―
九
一
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴
と
課
題
㊤
―

院
内
外
の
戦
い
が
結
合

―
「
海
外
派
兵
法
案
」
国
会
を
み
る
―

廃
案
に
で
き
、
私
の
心
は
秋
晴

―
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
―


